
●講義の概要
　競争が激化しているラスベガスにおいて、コンセプトを明
確にしたＩＲビジネスモデルによりターゲット顧客のニーズ
を満たすことが企業を存続させるためには必要となる。米国
のネバタ州立大学ラスベガス校に短期研修することで、最新
のＩＲに関する学術の習得と多種多様なＩＲ施設の現地視察、
また、その他の施設や行政機関などの視察により、理論と実
践を学ぶ。

●講義の到達目標
　ラスベガスにおける多様なＩＲ施設の視察により、実践的
な知識と体験を習得する。

●講義計画
事前授業：ＩＲビジネスモデルの概要
第 1 日目：
午前：講義（カジノオペレーション・サーベイランス・セキュ

リティ）
午後：ストリップ通りのカジノのハイローラー向けVIPルー
　　　ム視察（予定）
第 2 日目：
午前：講義（ホテルオペレーション・客室稼働率・ツーリズ
　　　ムデベロップメント）
午後：地元型カジノの視察（予定）
第 3 日目：
午前：講義（ノンゲーミングIR施設・エンターテイメント・
　　　飲食・リテール）
午後：エンターテイメントとナイトクラブ・リテール視察（予

定）
第 4 日目：
午前：講義（州政府・規制当局・依存症と社会的コスト）
午後：ゲーミングコントロールボード及び依存症対策施設視
　　　察（予定）
第 5 日目：
午前：講義（MICEとコンベンション・ビジネス客誘致）
午後：MICE視察（予定）
　夜：視察の総括ミーティング
事後授業：ＩＲビジネスモデルの総括
午前の講義： 9 時半～ 12時半
午後の視察：14時～ 17時半

●成績評価基準と方法
　海外研修で習得した知識をレポートで提出し、その内容に
より評価される。

●テキスト又は参考文献
Tony Lukas“Casino Management”
Anthony Cabbot “Regulating Land Based Casino”（UNLV 
Gaming Press）

●受講上の留意点
　現地での視察に関しては英語が基本となる。カジノに関す
る用語を視察前に十分理解することが重要である。
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●講義の概要
　本講義では、「リスク下の意思決定」、「不確実性下の意思決
定」、「判断と選択におけるバイアス」の三つのテーマに分けて、
理論と実験の両面から議論する。テキストを使った輪講形式
を基本として授業を進め、適宜、学んだ内容の発表、関連文
献の調査、報告を課す。中間テストを 1 回、関連文献発表会
を 2 回設ける。

●講義の到達目標
　（1） 意思決定理論と実際の人間行動の整合性について説明
できる、（2） 実験で観察された実際の人間の意思決定のパター
ンについて説明できる、（3） 標準的経済学における意思決定
理論について説明できる。

●講義計画
第 1 回：統計的意思決定論で学ぶこと
第 2 回：リスク下の意思決定（例題と考察）
第 3 回：リスク下の意思決定（相互発表）
第 4 回：不確実性下の意思決定（例題と考察）
第 5 回：不確実性下の意思決定（相互発表）
第 6 回：関連文献調査と資料作成（理論と現実の整合）
第 7 回：関連文献発表会（理論と現実の整合）
第 8 回：中間テスト
第 9 回：判断と選択におけるバイアス（例題と考察）
第10回：判断と選択におけるバイアス（相互発表）
第11回：統計データを理解する（例題と考察）
第12回：統計データを理解する（相互発表）
第13回：関連文献調査と資料作成（人間の意思決定）
第14回：関連文献発表会（人間の意思決定）
第15回：総括

●成績評価基準と方法
　発表：80％、中間テスト：20％

●テキスト又は参考文献
　イツァーク・ギルボア著、川越敏司、佐々木俊一郎訳「意
思決定理論入門」NTT出版（2800円＋税）をテキストとして
利用します。

●受講上の留意点
　テキストの該当部分を事前に読んでおくこと。
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